
　
１
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
出
初
式

が
開
催
さ
れ
、
市
消
防
団
員
に
よ
る

式
典
と
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
分
列
行

進
で
は
、
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
か
ら

西
明
寺
小
学
校
ま
で
、
沿
道
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
団
員
が
力
強
く
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

　
西
明
寺
小
学
校
内
で
行
わ
れ
た
式

典
で
門
脇
市
長
は
「
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
で
は
想
像
以
上
の
被
害

を
受
け
た
。
地
域
に
密
着
し
た
災
害

支
援
活
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

団
員
の
更
な
る
結
束
を
図
り
、
市
民

の
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
精
進
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
」

と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
佐
藤
生
治

仙
北
市
消
防
団
長
が
「
大
震
災
後
、

岩
手
県
山
田
町
へ
の
支
援
を
決
意
し

た
と
き
に
は
、
全
団
員
が
一
丸
と
な
っ

て
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
は
消
防
訓
練

大
会
の
全
国
大
会
が
あ
る
。
東
北
を

元
気
に
す
る
た
め
に
も
、
全
国
を
目

指
し
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
訓

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

仙北市消防出初式

受
章
者
　（
敬
称
・
階
級
略
）

秋
田
県
知
事
表
彰

▼
有
功
章

千
田
幹
広
（
第
１
分
団
）、
加
藤
正
（
第

３
分
団
）、
佐
藤
昭
吾
（
第
４
分
団
）、

田
村
大
（
第
５
分
団
）、門
脇
成
太
郎
（
第

６
分
団
）、
矢
作
喜
代
司
（
第
７
分
団
）、

辻
広
勝
（
第
９
分
団
）

▼
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤
続
）

辻
谷
公
雄
（
第
９
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）

小
林
喜
美
雄
（
本
部
）、
千
葉
栄
幸
（
第

１
分
団
）、
佐
藤
信
秀
（
第
２
分
団
）、

油
谷
重
和
（
第
３
分
団
）、細
川
祐
栄
（
第

４
分
団
）、
戸
澤
幸
作
（
第
10
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

中
村
清
喜
（
本
部
）、
阿
部
正
明
（
第

２
分
団
）、
三
嶋
新
一
（
第
４
分
団
）、

今
野
竹
四
郎
、
大
澤
博
公
、
佐
藤
一
（
以

上
第
６
分
団
）、
渡
辺
友
康
、
藤
田
現
生

（
以
上
第
７
分
団
）、
相
馬
己
千
夫
（
第

８
分
団
）、
仙
波
茂
（
第
10
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）

千
田
薫
（
第
１
分
団
）、
地
主
昭
仁
、
千

葉
喜
久
夫
（
以
上
第
２
分
団
）、
伊
藤

一
美
、
藤
澤
秋
夫
（
以
上
第
３
分
団
）、

藤
村
治
彦
、
藤
井
行
忠
（
以
上
第
４
分

団
）、
武
藤
良
浩
、
柴
田
正
義
（
以
上

第
６
分
団
）、
鈴
木
靖
夫
、
大
平
三
郎

（
以
上
第
７
分
団
）、
千
葉
盛
一
、
小
木

田
克
博
、石
川
正
春
（
以
上
第
９
分
団
）、

藤
谷
信
夫
、
仙
波
眞
一
、
藤
本
政
則
（
以

上
第
10
分
団
）

▼
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）

加
藤
正
明
（
第
１
分
団
）、
藤
井
孝
夫
、

佐
々
木
隆
志
、
髙
橋
信
悦
（
以
上
第
３

分
団
）、
小
田
島
剛
（
第
４
分
団
）、
若

島
弘
明
（
第
７
分
団
）、
草
彅
和
彦
（
第

８
分
団
）、
林
崎
正
紀
（
第
９
分
団
）、

戸
澤
広
昭
（
第
10
分
団
）

仙
北
市
長
表
彰

▼
永
年
勤
続
特
別
功
労
章

髙
貝
寿
孝
（
第
７
分
団
）

▼
功
労
章

津
嶋
重
利
（
第
４
分
団
）、
藺
藤
博
行
、

佐
藤
庄
誠
、佐
藤
智
（
以
上
第
５
分
団
）、

田
中
昭
男
、
中
嶋
正
樹
（
以
上
第
６
分

団
）、沢
野
壽
（
第
７
分
団
）、永
山
明
（
第

９
分
団
）、
髙
橋
純
正
（
第
10
分
団
）、

▼
功
績
章

羽
川
信
行
、
髙
階
貴
与
士
（
以
上
第
１

分
団
）、
畠
山
弘
美
（
第
３
分
団
）、
大

石
隆
幸
（
第
４
分
団
）、
浅
利
寿
博
、
小

林
貞
夫
（
以
上
第
６
分
団
）、
山
本
茂

（
第
７
分
団
）、
佐
藤
豊
紀
、
高
橋
広
喜
、

髙
村
賢
一
（
以
上
第
８
分
団
）、
阿
部

慶
之
、
村
田
英
樹
（
以
上
第
９
分
団
）、

赤
坂
芳
生
（
第
10
分
団
）

▼
無
火
災
分
団

《
２
年
間
無
火
災
》
第
７
分
団

《
１
年
間
無
火
災
》
第
５
分
団
、
第
６

分
団
、
第
８
分
団
、
第
９
分
団
、
第
10

分
団

▼
優
良
分
団

《
支
部
操
法
大
会
３
位
》
第
１
分
団

《
市
訓
練
大
会
優
勝
》
第
８
分
団

《
市
訓
練
大
会
準
優
勝
》
第
５
分
団

▼
感
謝
状

竹
下
正
勝
、
畠
山
敏
美
、
高
橋
祐
一
、

眞
崎
純
孝
、
佐
藤
守
、
相
馬
武
夫
、
藤

原
重
春
、
鈴
木
直
樹
、
中
嶋
孝
一
、
熊

谷
新
吉
、
梅
沢
北
部
私
設
消
防
団
、
岩

﨑
稜

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

▼
功
労
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

小
林
喜
美
雄
、
石
川
孝
一
、
小
木
田
義

忠
（
以
上
本
部
）

▼
精
勤
章
（
10
年
以
上
勤
続
）

佐
藤
大
志
、
櫻
田
大
介
（
以
上
第
１
分

団
）、
田
口
英
博
、
田
口
芳
憲
（
以
上

第
２
分
団
）、
佐
藤
善
仁
（
第
３
分
団
）、

下
田
誠
、
小
松
政
彦
、
津
嶋
直
樹
、
川

井
浩
也
、佐
藤
直
樹
（
以
上
第
４
分
団
）、

草
彅
健
一
、
伊
藤
秀
彦
（
以
上
第
７
分

団
）、
雲
雀
明
徳
、
原
秀
彦
、
渡
邉
文
雄
、

菅
原
和
欣
、
髙
橋
清
人
、
藤
元
誠
、
髙

橋
宏
美
、
太
田
光
彦
（
以
上
第
８
分
団
）

秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
市
仙
北
市

美
郷
町
支
部
長
表
彰

▼
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）

中
島
竜
臣
（
第
１
分
団
）、千
葉
光
一
（
第

２
分
団
）、
田
村
久
雄
、
工
藤
康
、
佐
藤

大
助
、
三
浦
君
夫
、
坂
本
博
美
（
以
上

第
３
分
団
）、佐
藤
亮
一
、髙
橋
武
彦
（
以

上
第
４
分
団
）、
小
林
有
博
、
田
中
樹
、

佐
藤
明
広
、
佐
々
木
忠
晴
、
門
脇
清
彦
、

堀
登
志
之
（
以
上
第
５
分
団
）、
柏
谷

匤
、
橋
本
真
治
、
阿
部
一
公
、
若
松
優

一
、橋
本
純（
以
上
第
６
分
団
）、福
井
弘
、

田
口
雄
介
、山
田
堅
一
、佐
藤
敬
多
郎（
以

上
第
７
分
団
）、髙
橋
清
嗣
、草
彅
伸
（
以

上
第
８
分
団
）、
小
木
田
成
喜
、
辻
谷
栄

喜
、
鈴
木
勝
、
辻
徹
、
世
良
俊
也
（
以

上
第
９
分
団
）、黒
沢
広
志
、黒
沢
仁
（
以

上
第
10
分
団
）

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰

▼
精
勤
章
（
３
年
以
上
勤
続
）

草
薙
一
紀
、
中
本
貴
之
（
以
上
第
１
分

団
）、大
月
孝
、高
橋
和
平
、田
口
隆
浩（
以

上
第
２
分
団
）、
石
橋
誠
、
羽
根
川
光
彰
、

田
村
勉
、田
村
和
浩
（
以
上
第
３
分
団
）、

三
浦
光
洋
、
藤
川
悟
志
、
芳
賀
勉
、
村

上
純
男
、
佐
藤
治
栄
、
伊
藤
雅
人
（
以

上
第
４
分
団
）、
橋
本
諒
（
第
６
分
団
）、

船
木
基
行
、
伊
藤
一
紀
、
佐
藤
正
人
、

佐
藤
勝
寛
、小
松
正
（
以
上
第
９
分
団
）、

小
林
琢
磨
、
青
山
大
輔
（
以
上
第
10
分

団
）

仙
北
市
消
防
出
初
式
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